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�
那
覇
の
ホ
テ
ル
で
大
宜
味
フ
ェ
ア
を
開
催

　

大
宜
味
村
と
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
タ
ワ
ー
那
覇

は
９
月
５
日
、
同
ホ
テ
ル
で
共
同
記
者
会
見
を
行
い
、
大

宜
味
村
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
「
大
宜
味
村

フ
ェ
ア
」
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
ホ
テ
ル
で
特
定
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
フ
ェ
ア
開
催

は
、
初
の
試
み
と
の
こ
と
で
す
。
　

会
見
で
島
袋
義
久
村
長

は「
基
幹
作
物
で
あ
る
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
魅
力
的
な
食
材
が
多

く
あ
り
、
規
格
外
農
産
物

の
付
加
価
値
を
上
げ
て
農

家
の
所
得
向
上
を
目
指
す
」

と
話
し
、
商
工
会
の
平
良

恵
美
子
副
会
長
は「
生
産
量

で
勝
負
す
る
の
で
は
な
く
、

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
ナ
ン

バ
ー
１
を
目
指
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
会
見
後
の
試
食
会
で

は
、
報
道
関
係
者
に
約　
１６

品
の
試
食
品
が
提
供
さ
れ
、

大
宜
味
村
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
つ
か
っ
た
料
理
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
宜
味
村
フ
ェ
ア
は
９

月
１
日
か
ら　

日
ま
で
同

３０

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
和

食
、
中
華
、
ス
イ
ー
ツ
、

パ
ン
等
を
プ
ロ
の
技
術
を

駆
使
し
た
創
作
料
理
を

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
提
供

し
て
い
ま
し
た
。

�
大
宜
味
村
産
食
材
を
使
っ
た
「
癒
し
の

メ
ニ
ュ
ー
」　

ホ
テ
ル
で
料
理
講
習
会

　

一
流
シ
ェ
フ
が
大
宜
味
村
産
の
食
材
を
活
用
し
て
腕
を

振
る
う
料
理
講
習
会
「
か
な
さ
キ
ッ
チ
ン
」（
主
催

：

沖
縄

タ
イ
ム
ス
、
共
催

：

大
宜
味
村
役
場
・
大
宜
味
村
商
工
会
）

が
９
月　

日
、
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
タ
ワ
ー
那
覇

１３

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
大
宜
味
か
ら
長
寿
の
玉
手
箱
。
癒
し
の
メ
ニ
ュ
ー
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
ホ
テ
ル
各
分

野
の
料
理
長
が
創
作
料
理
６
品
（
う
ち
実
演
４
品
）
に
腕

を
振
る
い
ま
し
た
。
前
菜
、
ス
ー
プ
、
魚
料
理
、
肉
料
理
４

品
の
実
演
中
は
、
司
会
の
ア
イ
モ
コ
さ
ん
と
屋
比
久
保
総

料
理
長
及
び
、
担
当
料
理
長
が
、
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら

食
材
や
調
理
法
の
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
地
産
地
消
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
料
理

に
は
大
宜
味
村
産
の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
料
理
は
、
村
内
工
芸
家
の
作
っ
た
器
に
盛
り
つ

け
ら
れ
、
参
加
者
は
プ
ロ
の
料
理
人
が
作
っ
た
６
品
の
創

作
料
理
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

島
袋
義
久
村
長
は
、「
村
で
は
、
農
業
に
よ
る
地
場
産
業

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
宜
味
の
澄
ん
だ
空
気
の

中
で
作
ら
れ
た
食
材
を
多
く
の
方
に
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

村
出
身
で
那
覇
市
在
住
の
喜
舎
場
直
子
さ
ん
は
「
い
つ

も
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
い
る
。
普
段
か
ら
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
を
魚
料
理
や
、
肉
料
理
に
活
用
し
て
い
る
の
で
、
今

日
は
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
外
の
ロ
ビ
ー
で
は
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
特
産
品
や

村
内
工
芸
家
の
作
品
な
ど
の
展
示
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。

大
宜
味
村
産
食
材

大
宜
味
村
産
食
材
の�

　
　
　
　

　
　
　
　 

新
た
な
た
な
活
用
活
用
を
目
指
目
指
し
て
し
て�
大
宜
味
村
産
食
材

大
宜
味
村
産
食
材
の�

　
　
　
　

　
　
　
　 

新
た
な
た
な
活
用
活
用
を
目
指
目
指
し
て
し
て�
大
宜
味
村
産
食
材
の�

　
　
　
　 

新
た
な
活
用
を
目
指
し
て�

　

沖
縄
県
の
特
産
品
や
市
町
村
を
紹
介
す
る
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
特
集
記
事
「
か
な
さ
う
ち
な
ー
む
ん
」
の

８
月　

日　

面
に
大
宜
味
村
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
紙
面
の
一
部
は
協
賛
広
告
の
形
を
取
っ
て
お
り
、

３１

１１

協
力
の
あ
っ
た
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
タ
ワ
ー
那
覇
で
、
大
宜
味
村
フ
ェ
ア
や
料
理
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
両
企
画
と
も
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
は
じ
め
、
ソ
バ
の
葉
、
豆

腐
、
モ
ズ
ク
、
茶
な
ど
大
宜
味
村
産
の
食
材
が
使
わ
れ
、
プ
ロ
の
料
理
人
が
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。

ビュッフェ形式で料理が提供されました

大小13のモニターに調理の様子が映し出されました

村内工芸家の作品に盛りつけられた創作料理

村の食材をＰＲする島袋義久村長
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塩
屋
湾
内
７
区
の
最
大
の
行
事
で
あ
り
、
国
の
重
要
無

　

塩
屋
湾
内
７
区
の
最
大
の
行
事
で
あ
り
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
塩
屋
湾
の
ウ
ン

形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
塩
屋
湾
の
ウ
ン

ガ
ミ
（
海
神
祭
）」
が
旧
盆
明
け
の
最
初
の
亥
（
い
）
の
日

ガ
ミ
（
海
神
祭
）」
が
旧
盆
明
け
の
最
初
の
亥
（
い
）
の
日

に
あ
た
る
８
月

に
あ
た
る
８
月　

日
、
同
湾
と
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
ま
し

日
、
同
湾
と
周
辺
地
域
で
行
わ
れ
ま
し

２４２４

た
。
た
。午

前

　

午
前　

時
過
ぎ
か
ら
、
神
人
（
カ
ミ
ン
チ
ュ
）
ら
が
田

時
過
ぎ
か
ら
、
神
人
（
カ
ミ
ン
チ
ュ
）
ら
が
田

１１１１

港
と
屋
古
の
ア
サ
ギ
で
祈
り
を
さ
さ
げ
、
伝
統
あ
る
儀
式

港
と
屋
古
の
ア
サ
ギ
で
祈
り
を
さ
さ
げ
、
伝
統
あ
る
儀
式

で
地
域
の
豊
作
、
豊
漁
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

で
地
域
の
豊
作
、
豊
漁
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
塩
屋
湾
を
横
切
る
御
願
バ
ー
リ
ー
、
な
ら
び

　

午
後
か
ら
塩
屋
湾
を
横
切
る
御
願
バ
ー
リ
ー
、
な
ら
び

に
兼
久
浜
で
の
豊
漁
祈
願
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
御

に
兼
久
浜
で
の
豊
漁
祈
願
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
御

願
バ
ー
リ
ー
は
、
男
性
た
ち
が
３
隻
に
乗
り
込
み
田
港
方

願
バ
ー
リ
ー
は
、
男
性
た
ち
が
３
隻
に
乗
り
込
み
田
港
方

面
か
ら
塩
屋
に
「
神
」
を
乗
せ
て
走
り
、
櫂
を
勢
い
よ
く

面
か
ら
塩
屋
に
「
神
」
を
乗
せ
て
走
り
、
櫂
を
勢
い
よ
く

漕
ぎ
ま
し
た
。

漕
ぎ
ま
し
た
。

岸
で
は
腰
ま
で

岸
で
は
腰
ま
で

海
に
漬
か
っ
た

海
に
漬
か
っ
た

女
性
た
ち
が
手

女
性
た
ち
が
手

や
太
鼓
を
力
強

や
太
鼓
を
力
強

く
打
ち
鳴
ら
し

く
打
ち
鳴
ら
し

て
出
迎
え
、
熱

て
出
迎
え
、
熱

気
は
最
高
潮
に

気
は
最
高
潮
に

達
し
ま
し
た
。

達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
３

ま
た
、
午
後
３

時
か
ら
奉
納
角

時
か
ら
奉
納
角

力
も
行
わ
れ
ま

力
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

岸からハーリーを出迎える女性たち

伝
統
行
事
「
塩
屋
湾
の
ウ
ン
ガ
ミ
」

　
　

豊
漁
や
豊
作
を
祈
願

海海海海海海海海海海海海海海
神神神神神神神神神神神神神神
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
・・・・・・・・・・・・・・
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
年年年年年年年年年年年年年年
踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊
りりりりりりりりりりりりりり
にににににににににににににに
ちちちちちちちちちちちちちち
むむむむむむむむむむむむむむ
どどどどどどどどどどどどどど
んんんんんんんんんんんんんん
どどどどどどどどどどどどどど
んんんんんんんんんんんんんん

海
神
祭
・
豊
年
踊
り
に
ち
む
ど
ん
ど
ん

根路銘区・上原区（８月２８日、根路銘公民館）
根路銘・上原区を代表する踊り「五福の舞」

津波区（９月１０日、津波のお宮前）
津波城の伝説が元になっている大主（大蛇）退治の組踊「大主」

饒波区（８月２７日、饒波公民館）
婦人会が演じ、観衆の笑いを誘った「馬山川」

塩屋区（８月２５日、塩屋のアサギマー）
女性だけで、三線を使わず、太鼓と囃だけで行われる豊年踊り

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け

て
、
五
穀
豊
穣
や
区
民
の
健
康
、
地
域

て
、
五
穀
豊
穣
や
区
民
の
健
康
、
地
域

の
発
展
な
ど
を
祈
願
す
る
海
神
祭
や

の
発
展
な
ど
を
祈
願
す
る
海
神
祭
や

豊
年
踊
り
が
塩
屋
区
、
根
路
銘
・
上
原

豊
年
踊
り
が
塩
屋
区
、
根
路
銘
・
上
原

区
、
饒
波
区
、
津
波
区
で
開
催
さ
れ
ま

区
、
饒
波
区
、
津
波
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
伝
統
行
事
を
盛
り
上

し
た
。
地
域
の
伝
統
行
事
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

げ
よ
う
と
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

本
番
１
ヶ
月
以
上
も
前
か
ら
練
習
に

本
番
１
ヶ
月
以
上
も
前
か
ら
練
習
に

励
み
、
当
日
は
見
事
な
組
踊
や
伝
統

励
み
、
当
日
は
見
事
な
組
踊
や
伝
統

的
な
奉
納
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
ま
し

的
な
奉
納
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
あ
っ

た
。
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
あ
っ

て
、
村
内
各
字
の
区
民
や
郷
友
会
が

て
、
村
内
各
字
の
区
民
や
郷
友
会
が

大
勢
つ
め
か
け
２
年
に
１
度
行
わ
れ

大
勢
つ
め
か
け
２
年
に
１
度
行
わ
れ

る
伝
統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

る
伝
統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

８
月

　

８
月　

日
に
行
わ
れ
た
饒
波
区
の
豊

日
に
行
わ
れ
た
饒
波
区
の
豊

２７２７

年
祭
で
は
、
同
区
に
伝
わ
る
「
長
者
の

年
祭
で
は
、
同
区
に
伝
わ
る
「
長
者
の

大
主
、
恩
納
節
、
鶴
亀
、
上
り
口
説
、
下

大
主
、
恩
納
節
、
鶴
亀
、
上
り
口
説
、
下

り
口
説
」
を
含
め

り
口
説
」
を
含
め　

演
目
が
披
露
さ
れ

演
目
が
披
露
さ
れ

１９１９

ま
し
た
。
同
区
で
は
、
伝
統
文
化
を
地

ま
し
た
。
同
区
で
は
、
伝
統
文
化
を
地

域
の
子
ど
も
達
に
継
承
す
る
動
き
も
あ

域
の
子
ど
も
達
に
継
承
す
る
動
き
も
あ

り
、
２
年
前
は
大
人
が
演
じ
て
い
た

り
、
２
年
前
は
大
人
が
演
じ
て
い
た

「
恩
納
節
」
と
「
下
り

「
恩
納
節
」
と
「
下
り
口
説
口
説
」
は
今
回
、

」
は
今
回
、

地
域
の
中
学
生
が
演
じ
ま
し
た
。

地
域
の
中
学
生
が
演
じ
ま
し
た
。

饒
波
区
の
山
城
初
子
区
長
は
「
地
域

　

饒
波
区
の
山
城
初
子
区
長
は
「
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
が
村
の
活
性
化
に

が
元
気
に
な
る
こ
と
が
村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
。
伝
統
文
化
、
伝
統
芸
能
を

つ
な
が
る
。
伝
統
文
化
、
伝
統
芸
能
を

子
ど
も
達
に
伝
え
、
若
者
を
育
成
し
て

子
ど
も
達
に
伝
え
、
若
者
を
育
成
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
地
域
の
将
来
を

い
き
た
い
」
と
話
し
、
地
域
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
達
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

担
う
子
ど
も
達
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。
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（単位：％）

経営健全化基準資金不足比率会　計　区　分

20.0
－大宜味村簡易水道事業特別会計

－大宜味村公共下水道事業特別会計

平成22年度決算に基づく健全化判断比率について

　平成２２年度決算に基づき算定した地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第94号）

第３条第1項の健全化判断比率について、同項の規定により、次のとおり公表する。

備考：健全化判断比率のそれぞれの欄において「－」と表記されている場合は、赤字額がないこと、

又は比率が算定されないことを表す。

　

平成22年度決算に基づく資金不足比率について

　平成２２年度決算に基づき算定した地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）

第２２条第２項の資金不足比率について、同条第１項の規定により、次のとおり公表する。

　

備考：各会計の資金不足比率の欄において、「－」が表記されている場合は、資金不足が発生してい

ないことを表す。

（単位：％）

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

－ 9.5－－健全化判断比率

350.025.020.0015.00早期健全化基準

35.040.0020.00財 政 再 生 基 準

連結実質赤字額
連結実質赤字比率 ＝

一般会計等の実質赤字額
実質赤字比率 ＝

標準財政規模標準財政規模

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－
（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）実質公債費比率

（３ヵ年平均） ＝ 
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

将来負担額－
（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）将来負担比率 ＝

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

資金の不足額
資金不足比率 ＝

事業の規模

算定方法

算定方法
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大宜味村立保育所における苦情解決に関する
取り組みをしています！

　大宜味村では、村立保育所における福祉サービスの提供に対する利用者からの苦情への適切な対応、利用者

の権利の保障及び福祉サービスの質の向上を図ることを目的とした「大宜味村児童福祉施設における苦情解決

に関する要綱」を制定し、苦情解決へ取り組んでいま

す。この要綱に基づき、苦情解決の社会性及び公平

性を確保し、並びに利用者の立場及び特性に配慮し

た適正な対応を図るため、苦情対応委員として次の

４名の方に委嘱しています。

　なお、各保育所の主任保育士を苦情受付担当者、所長を苦情解決責任者としています。

　【お問合せ先】＊喜如嘉保育所・・・・・・・・・TEL　44－3754

　　　　　　　　＊塩屋保育所・・・・・・・・・・TEL　44－2500

　　　　　　　　＊大宜味村役場　住民福祉課・・・TEL　44－3003

村 の 農 業 振 興村 の 農 業 振 興 に 向 け て 決 意 を 新 た にに 向 け て 決 意 を 新 た に

　村農業委員会委員の当選証書付与式が９月６日、役場第１会議室で行われ、当選した８人に当選証書が付与

されました。現職５名、新人３人が当選証書を受け取り、決意を新たにしました。

　当選者を代表して玉城等さんは「住みよく明るい農村基盤

づくりを目指して取り組んでいきたい」と決意を語りました。

　島袋義久村長は「これまでの経験を活かして大宜味村の農

業振興のために力を貸してほしい。これからも頑張ってい

きましょう」と激励しました。

農業委員会委員選挙当選者名簿

玉城　　等　　平良　　晋　　平良　幸也

宮城　保幸　　照屋　まり　　宮城　　威

比嘉　　悟　　眞喜志　豊　 当選証書を手に決意を新たにした当選者の方々

電話番号住　所氏　名校　区

44－3357喜如嘉３８８番地平良　啓子喜如嘉校区

44－3248大兼久１０３番地前田　正則大宜味校区

44－2819塩屋６５５番地島田　哲夫塩屋校区

44－2518津波６２０番地（津波公民館）屋良　朝之津波校区

　

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、

既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
そ
の
も
の
の
転
換
を
含
め
、
日
本
全
土
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
議
論
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
９
月　

日
に

１４

行
な
わ
れ
た
所
信
表
明
演
説
で
野
田
総
理
大
臣
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
触
れ
、
原
発
の
再
稼
働
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
中
長
期
的
に
は
原
発

へ
の
依
存
度
を
可
能
な
限
り
引
き
下
げ
て
い
く
、
と
い
う
方
向
性
を

示
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
先
進
国
の
中
で
も　

％
と
低
く
、
石

２０

油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
海
外
に
頼
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
野
田
首
相
も
演
説
の
中
で
「
規
制
改
革
や
普
及

促
進
策
を
組
み
合
わ
せ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
最
先
端
の
モ
デ
ル
を
世
界
に
発
信
す
る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
９
月　

日
の
琉
球
新
報
の
記
事
に
よ
る
と
沖
縄
県
は

２６

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
自
給
率
」
が
０
・
８
％
と
低
く
、
東
京
都
、
大
阪

府
に
次
い
で　

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
平
均
は
３
・
３
％
で
あ
り
、

４５

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
地
球
温
暖
化
問
題

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
地
球
温
暖
化
問
題

新新
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
ココ
ララ
ムム

新新
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
ココ
ララ
ムム

　暴力団のいない安全・安心の大宜味村

の実現に向けて、村、村民・事業者が一丸

となって暴力団排除活動を推進します。

　村民、事業者は暴力団員による不当な

行為に関する情報を得たときは村又は警

察その他関係機関に提供する責務があり

ます。

大宜味村暴力団排除条例が

 １０月１日に施行されました。

連絡先　総務課　44－3001

村 の 農 業 振 興村 の 農 業 振 興 に 向 け て 決 意 を 新 た にに 向 け て 決 意 を 新 た に



お
知
ら
せ�

ら
し
に
役
立
つ�

情
報
コ
ー
ナ
ー�

暮�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

�

　
大
宜
味
村
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
（
農

村
情
報
連
絡
施
設
）
が
、
沖
縄
県
で
実
施
の
防
災
行
政

無
線
整
備
（
ア
ナ
ロ
グ
機
器
を
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
変
更
）

に
伴
い
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
戸
別
受
信
機
が
使
用

出
来
な
く
な
り
ま
す
。�

　
現
在
、
戸
別
受
信
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
戸

別
受
信
機
の
取
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
宜

味
村
役
場
総
務
課
宛
に
設
置
世
帯
の
行
政
区
・
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
等
の
連
絡
を
11
月
14
日
（
月
）
ま
で
に

お
願
い
致
し
ま
す
。�

　
戸
別
受
信
機
取
替
え
は
、
時
期
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
無
料
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
決
ま
り
し
だ
い
各

区
等
を
通
じ
て
事
前
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。
（
取
替
え

に
際
し
、
費
用
負
担
を
行
う
事
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
）�

 

大
宜
味
村
総
務
課
　
０
９
８
０
│
４
４
│
３
０
０
１�

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
開
催�

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
開
催�

期
間�

　
平
成
23
年
10
月
23
日
（
日
）�

開
催
場
所�

　
大
保
ダ
ム�

内
容�

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
地
元
芸
能
、
大
道
芸
人

珠
人
ヒ
ロ
ト
な
ど
）�

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
カ
ヌ
ー
体
験
、
マ
イ
箸
作
り
体
験
な
ど
）�

・
ハ
ー
リ
ー
大
会�

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

・
防
災
フ
ェ
ア
、
な
ど�

問
い
合
わ
せ
先
　
大
保
ダ
ム
ま
つ
り
実
行
委
員
会�

　
　
０
９
８
０
│
４
４
│
３
０
０
７�

�

平成23年度 犬・猫去勢手術助成事業について�
　沖縄県獣医師会では、飼育される見込のない子犬や子ねこを増やさないために、動物愛護思想の普及啓発事

業の一環として、飼い犬や飼いねこの避妊・去勢のための手術費用の一部を助成する事業を実施しています。�

助成金の金額 …………………………………�

お問い合せ………………………………�
社団法人 沖縄県獣医師会 電話098-853-8001

金　　額：犬　　オス：5,000円　メス：5,000円�

　　　　　ねこ　オス：3,000円　メス：5,000円�

　　　　　 （沖縄県内で犬・ねこあわせた350頭について一部助成）�

応募方法：村役場か最寄りの動物病院で用紙を受け取り、�

　　　　　協力動物病院へご提示下さい。�

募集期間：平成23年９月19日～12月22日�

� 抽選日�

第１期　平成23年９月14日�

第２期　平成23年11月14日�

第３期　平成24年１月５日�

　　　　手術実施期間�

平成23年10月24日～11月23日�

平成23年11月24日～12月20日�

平成24年１月15日～２月28日�

●県内在住の方が飼育している犬、ねこで手術時

に、生後ほぼ６ヶ月以上で健康であること。�

●犬は狂犬病予防法に基づく登録済の犬で、平成

23年度狂犬病予防注射接種済みの犬であること。�

●平成23年４月１日以降に避妊・去勢手術を終え

た犬・ねこも、応募資格があります。�

●応募は１頭につき各期１通とし、当選は１世帯

につき、犬・ねこのいずれか一頭までとなります。�

�

戸
別
受
信
機

戸
別
受
信
機�

取
替
え
に
つ
い
て

取
替
え
に
つ
い
て�

戸
別
受
信
機

戸
別
受
信
機�

取
替
え
に
つ
い
て

取
替
え
に
つ
い
て�

戸
別
受
信
機�

取
替
え
に
つ
い
て�

重
要
無
形
文
化
財�

保
持
団
体
秀
作
展�

日
本
の
伝
統
美
と
技
の
世
界�

第19回�

法
律
・
行
政
・
人
権�

合
同
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て�
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大宜味村

要
援
護
者
避
難
支
援
台
帳

要
援
護
者
避
難
支
援
台
帳

作
成
作
成
に
つ
い
て

に
つ
い
て

1　

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
台
帳
作
成
の
主
旨
・
目
的

○
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
に
あ
た
っ
て
、
支
援
を

受
け
る
者
及
び
支
援
す
る
者
の
対
象
者
に
つ
い
て

そ
の
基
準
を
決
め
、
村
内
の
範
囲
及
び
概
数
を
把

握
し
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
支
援
台
帳

を
整
備
す
る
事
に
よ
っ
て
、
避
難
支
援
体
制
を
構

築
し
こ
れ
ら
の
方
々
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
必
要
な
手
法
や
体
制
づ
く
り
等
を
定
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
を

行
う
も
の
と
す
る
。

２　

対
象
者

　
　

○　

歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
障
害
者
。

65

３　

調
査
期
間

　
　

○
平
成　

年　

月
〜
平
成　

年
３
月

２３

１０

２４

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
（
昼
食
時
間
を
除
く
）

３０

　
　

○
各
区
調
査
員
の
体
制
が
整
い
次
第
開
始
す
る
。

４　

調
査
方
法
【
同
意
方
式
】

　
　

○
対
象
者
に
は
、
同
意
書
を
取
り
、
調
査
を
行
う
。

　
　

○
基
本
的
に
は
個
別
訪
問
。

５　

調
査
員

○
住
民
福
祉
課
賃
金
職
員
・
民
生
委
員
・
区
長
・
会

計
・
各
字
の
役
場
職
員
社
協
職
員
・
地
域
の
各
団

体
の
役
員
等
。

 
お
問
い
合
せ 

大
宜
味
村
住
民
福
祉
課　

０
９
８
０
│
４
４
│
３
０
０
３

大
宜
味
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

０
９
８
０
│
４
４
│
３
０
１
１



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

　
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
し
借
り
、
離
婚
、
遺
産

分
割
、
そ
の
他
慰
謝
料
の
請
求
、
親
族
間
の
争
い
や
も
め
ご
と
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。�

　
こ
の
よ
う
な
争
い
ご
と
や
も
め
ご
と
の
円
満
な
解
決
を
図
る
た

め
、
簡
易
、
迅
速
、
低
廉
な
調
停
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
こ
と
は
裁
判
所
の
無
料
調
停
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
今
回
の
調
停
相
談
料
は
無
料
で
す
。�

日
　
時
　
平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
ま
で�

場
　
所
　
名
護
市
中
央
公
民
館
第
３
・
４
研
修
室�

い
ろ
い
ろ
な
も
め
ご
と
は
ま
ず
調
停
で
…�

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�������

主
催
　
名
護
調
停
協
会�

後
援
　
裁
判
所�

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ�

　
全
国
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
協
議
会
に
所
属
す
る

14
団
体
の
会
員
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
高
度
な
技
と

美
の
世
界
が
公
開
さ
れ
ま
す
。�

 

会
期
　
平
成
23
年
10
月
６
日（
木
）〜
23
日（
日
）�

 

会
場
　
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
企
画
展
示
室�

 

主
催
　
全
国
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
協
議
会�

　
　
　 

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館�

 

共
催
　
全
国
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
協
議
会�

　
　
　 

大
宜
味
大
会
実
行
委
員
会�

　
　
　 

大
宜
味
村
、
大
宜
味
村
教
育
委
員
会�

 

内
容�

①
展
示�

　
各
保
持
団
体
か
ら
の
作
品
各
５
点
前
後
や
製
作
工
程

に
関
す
る
写
真
パ
ネ
ル
。�

②
製
作
実
演�

　
伊
勢
型
紙
、
石
州
半
紙
、
喜
如
嘉
の
芭
蕉
布
の
製
作

工
程
の
一
部
を
実
演
公
開�

○
実
演
予
定
団
体
　
喜
如
嘉
の
芭
蕉
布
保
存
会
、
石
洲

半
紙
技
術
者
会
、
伊
勢
型
紙
技
術
保
存
会�

　
○
会
期
　
10
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）、�

　
　
　
　
　
10
月
16
日（
日
）�

　
　
　
　
　
10
月
22
日（
土
）〜
10
月
23
日（
日
）�

③
出
版
物
　
作
品
図
録�

：
�

：
�

：
�

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
開
催

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
開
催�

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
開
催

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
開
催�

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
開
催�

期
間
期
間�

　
平
成

　
平
成
23
年
10
月
23
日
（
日
）

日
（
日
）�

開
催
場
所

開
催
場
所�

　
大
保
ダ
ム

　
大
保
ダ
ム�

内
容
内
容�

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
地
元
芸
能
、
大
道
芸
人

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
地
元
芸
能
、
大
道
芸
人

珠
人
ヒ
ロ
ト
な
ど
）

珠
人
ヒ
ロ
ト
な
ど
）�

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
カ
ヌ
ー
体
験
、
マ
イ
箸
作
り
体
験
な
ど
）

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
カ
ヌ
ー
体
験
、
マ
イ
箸
作
り
体
験
な
ど
）�

・
ハ
ー
リ
ー
大
会

・
ハ
ー
リ
ー
大
会�

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

・
防
災
フ
ェ
ア
、
な
ど

・
防
災
フ
ェ
ア
、
な
ど�

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先
　
大
保
ダ
ム
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
大
保
ダ
ム
ま
つ
り
実
行
委
員
会�

　
　
０
９
８
０

　
　
０
９
８
０
│
４
４
４
４
│
３
０
０
７

３
０
０
７�

�

期
間�

　
平
成
23
年
10
月
23
日
（
日
）�

開
催
場
所�

　
大
保
ダ
ム�

内
容�

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
地
元
芸
能
、
大
道
芸
人

珠
人
ヒ
ロ
ト
な
ど
）�

・
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
カ
ヌ
ー
体
験
、
マ
イ
箸
作
り
体
験
な
ど
）�

・
ハ
ー
リ
ー
大
会�

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

・
防
災
フ
ェ
ア
、
な
ど�

問
い
合
わ
せ
先
　
大
保
ダ
ム
ま
つ
り
実
行
委
員
会�

　
　
０
９
８
０
│
４
４
│
３
０
０
７�

�

�

戸
別
受
信
機�

取
替
え
に
つ
い
て�

戸
別
受
信
機�

取
替
え
に
つ
い
て�

重
要
無
形
文
化
財

重
要
無
形
文
化
財�

保
持
団
体
秀
作
展

保
持
団
体
秀
作
展�

日
本
の
伝
統
美
と
技
の
世
界

日
本
の
伝
統
美
と
技
の
世
界�

第19回�

重
要
無
形
文
化
財�

保
持
団
体
秀
作
展�

日
本
の
伝
統
美
と
技
の
世
界�

第19回�

第
５
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会�

 

大
宜
味
村
出
身
者
歓
迎
交
流
会�

第
５
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会�

 

大
宜
味
村
出
身
者
歓
迎
交
流
会�

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

�

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

�

　
第
５
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
10
月
12
日（
水
）

か
ら
16
日
（
日
）
ま
で
の
５
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
村
で

は
村
出
身
者
（
関
係
者
）
を
招
待
し
歓
迎
交
流
会
を
左
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
ご

参
加
頂
き
、
世
界
の
オ
オ
ギ
ミ
ン
チ
ュ
を
激
励
し
て
下
さ

る
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。�

 

日
　
時
　
平
成
23
年
10
月
15
日
（
土
）�

　
　
　
　 

午
後
６
時
〜
午
後
８
時�

 

場
　
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

 

会
　
費
　
２
０
０
０
円
（
海
外
招
待
者
無
料
）�

　
左
記
の
日
程
で
法
律
・
行
政
・
人
権
合
同
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
金
銭
・
サ
ラ
金
問
題
、
財
産
・
戸
籍
・

位
牌
問
題
、
ま
た
福
祉
・
環
境
・
交
通
安
全
や
、
国
・
県
・

村
役
場
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た
人
権
に
関
す
る
こ

と
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。�

 

日
　
時
　
平
成
23
年
10
月
21
日
（
金
）�

　
　
　
　 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分�

 

場
　
所
　
大
宜
味
村
役
場
第
２
会
議
室
（
旧
法
務
局
）�

 

お
問
合
せ
先�

　
大
宜
味
村
総
務
課
　
　
４
４
│
３
０
０
１�

法
律
・
行
政
・
人
権

法
律
・
行
政
・
人
権�

合
同
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

合
同
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て�

法
律
・
行
政
・
人
権�

合
同
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て�
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９
月

１
日
は�

「
防
災
の
日

防
災
の
日
」�

「
防
災
の
日

防
災
の
日
」�

「
防
災
の
日
」�

防
災
は
日
頃
の
心
が
け
か
ら

防
災
は
日
頃
の
心
が
け
か
ら�
防
災
は
日
頃
の
心
が
け
か
ら�

塩
屋
保
育
所

　

塩
屋
保
育
所
で
は
、
集
中
豪
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
。
同
保
育
所
周
辺
は
県
の

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
も
指
定
さ
れ

て
お
り
、
職
員
や
所
児
た
ち
は
土
砂

崩
れ
が
起
き
た
場
合
の
避
難
方
法
や

避
難
経
路
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
土
砂
崩
れ
を
発
見
し
た
あ
と
、

保
育
士
が
子
ど
も
達
を
保
育
所
内
に

集
合
さ
せ
人
数
な
ど
の
確
認
後
、
同

保
育
所
の
裏
手
か
ら
す
べ
り
台
を

使
っ
て
降
り
避
難
場
所
で
あ
る
沖
縄

電
力
塩
屋
連
絡
所
の
駐
車
場
ま
で
移

動
し
ま
し
た
。

　

山
川
和
美
所
長
は
「
防
災
は
、
地
域

全
体
で
取
り
組
む
も
の
。
地
域
と
の

連
携
を
密
に
し
、
今
後
も
協
力
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

喜
如
嘉
保
育
所

　

「
火
事
だ
ー
」
と
叫
ぶ
職
員
の
声
と

警
報
の
ベ
ル
が
保
育
所
内
に
響
き
わ

た
り
、
喜
如
嘉
保
育
所
の
防
災
訓
練

が
始
ま
り
ま
し
た
。
喜
如
嘉

保
育
所
で
は
、
今
年
度
の
９

月
は
山
火
事
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
の
月
。

　

午
後
３
時
に
訓
練
が
開
始

さ
れ
、
外
で
遊
ん
で
い
た
子

や
寝
て
い
た
子
も
火
事
を
知

ら
せ
る
声
と
ベ
ル
に
反
応
し
て
近
く

の
保
育
士
の
も
と
に
集
ま
り
ま
し
た
。

普
段
か
ら
火
事
を
見
た
ら
「
大
人
に
伝

え
る
」「
大
人
の
い
る
所
に
集
ま
る
」

「
大
人
と
一
緒
に
逃
げ
る
」
と
い
う
３

つ
の
約
束
事
を
確
認
し
て
お
り
、
こ

の
日
も
所
児
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
実

践
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
訓
練
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
い
な
か
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
避
難
場
所
で
あ
る
保
育

所
の
駐
車
場
ま
で
保
育
士
の
誘
導
の

も
と
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

与
那
嶺
照
子
所
長
は
「
訓
練
で
体
に

覚
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

時
に
慌
て
ず
に
対
応
で
き
る
。
子
ど

も
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

家
族
ら
が
長
寿
を
祝
福

家
族
ら
が
長
寿
を
祝
福

新
百
歳
・
風
車
・
米

新
百
歳
・
風
車
・
米
寿寿

　

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
９
月　

日
、
村
津
波

１１

の
特
別
老
人
ホ
ー
ム
・
や
ん
ば
る
の
家
で
新
百

歳
・
風
車
・
米
寿
を
迎
え
た
５
名
の
合
同
祝
賀
会
が

開
か
れ
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
約
１
８
０

人
が
長
寿
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

琉
装
に
身
を
包
ん
だ
５
人
は
、
親
族
に
付
き

添
わ
れ
車
い
す
で
ひ
な
壇
に
上
が
り
、
島
袋
義

久
村
長
や
東
村
の
伊
集
盛
久
村
長
を
は
じ
め
親

族
や
関
係
者
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
百
歳
の
宮
城
マ
ツ
さ
ん
（
塩
屋
出
身
）
と
具

志
堅
久
子
さ
ん
（
有
銘
出
身
）
に
は
、
島
袋
義
久

村
長
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
銀
杯
と
祝
状

が
伝
達
さ
れ
、
県
、
村
か
ら
も
記
念
品
と
祝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
米
寿
・
風
車
を
迎
え

た
３
人
に
も
村
か
ら
祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

祝
者
紹
介
で
あ
い
さ
つ
し
た
宮
城
マ
ツ
さ
ん

の
五
女
仲
間
頼
子
さ
ん
は
「
母
は
働
き
者
で
、
教

育
熱
心
だ
っ
た
」
と
か
つ
て
を
偲
び
な
が
ら
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。

　

祝
者
の
家
族
ら

に
よ
る
踊
り
や
伝

統
芸
能
な
ど
の
余

興
も
あ
り
、
最
後

は
家
族
や
関
係
者

が
舞
台
に
上
が
り

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
で

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

内閣総理大臣からの祝い状を広げてみせる島袋義久村長

家
族
ら
が
長
寿
を
祝
福

家
族
ら
が
長
寿
を
祝
福

新
百
歳

新
百
歳
・
風
車
・
米

・
風
車
・
米
寿寿

合同祝い

すべり台を使って避難する
保育士と所児達

駐車場に移動する保育士と所児達

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
中
心
と
す
る
８
月

日

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
中
心
と
す
る
８
月　

日
か
ら
か
ら
９
月
９
月

３０３０

５
日
は
「
防
災
週
間
」。
全
国
的
に
防
災
に
関
す
る
行
事
や
訓
練
が
実

５
日
は
「
防
災
週
間
」。
全
国
的
に
防
災
に
関
す
る
行
事
や
訓
練
が
実

施
さ
れ
る
中
、
村
内
で
も
塩
屋
保
育
所
と
喜
如
嘉
保
育
所
で
９
月
２

施
さ
れ
る
中
、
村
内
で
も
塩
屋
保
育
所
と
喜
如
嘉
保
育
所
で
９
月
２

日
、
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
両
保
育
所
で
は
、
月
に
１
回
、

日
、
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
両
保
育
所
で
は
、
月
に
１
回
、

津
波
や
火
災
な
ど
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

津
波
や
火
災
な
ど
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

「
防
災
週
間
」
に
併
せ
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

「
防
災
週
間
」
に
併
せ
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
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団体の部で３位入賞を飾った津波チームのメンバー�

男�

女�

計�

1,738人�

1,646人�

3,384人�

（＋２）�

（－２）�

（±０）�

村の人口�
８月末現在�

村の人口�
８月末現在�

村の人口�
８月末現在�

世帯数 1,659世帯（＋２）�
出　生 １人　　　転　入 11人�
死　亡 ３人　　　転　出 ９人�
※注（　）内数は対前月比�

満１歳お誕生日おめでとう!!満１歳お誕生日おめでとう!!満１歳お誕生日おめでとう!!満１歳お誕生日おめでとう!!
（タンカー祝い）（タンカー祝い）（タンカー祝い）

輝
く
未
来
未
来
の
大
宜
味
っ
子

大
宜
味
っ
子
！�

輝
く
未
来
の
大
宜
味
っ
子
！�

とら の  すけ�

☆世界にたったひとつだけのスマイル！☆�☆世界にたったひとつだけのスマイル！☆�

明
る
く
・
元
気
で
・
素
直
に

明
る
く
・
元
気
で
・
素
直
に�

す
く
す
く
育
っ
て
ね

す
く
す
く
育
っ
て
ね�

明
る
く
・
元
気
で
・
素
直
に�

す
く
す
く
育
っ
て
ね�

日
本
一
安
全
な

日
本
一
安
全
な�

　
　
　
村
を
目
指
し
て

　
　
　
村
を
目
指
し
て�

日
本
一
安
全
な�

　
　
　
村
を
目
指
し
て�

宮城 虎之介 くん�
（塩屋）�

�

　
９
月
21
日
、
大
宜
味
小
学
校
体
育
館
で

大
宜
味
村
交
通
安
全
推
進
大
会
が
開
催
さ

れ
、
交
通
安
全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績

発
表
や
各
種
団
体
の
意
見
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
（
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。�

名
護
警
察
署
長
賞�

　
吉
濱
　
　
爽
（
喜
如
嘉
小
３
年
）�

名
護
地
区
交
通
安
全
協
会
賞�

　
山
川
は
る
ひ
（
大
宜
味
小
６
年
）�

　
仲
宗
根
　
舞
（
津
波
小
３
年
）�

村
交
通
安
全
推
進
協
議
会
入
賞�

　
國
吉
　
琴
美�

 

（
喜
如
嘉
小
５
年
）�

　
松
田
　
　
鈴�

 

（
大
宜
味
小
１
年
）�

　
宮
城
　
太
陽�

 

（
塩
屋
小
２
年
）�

　
宮
城
　
七
珠�

 

（
塩
屋
小
６
年
）�

　
花
城
　
綾
姫�

 

（
津
波
小
５
年
）�

　
宮
城
　
純
太�

 

（
大
宜
味
中
２
年
）�

　
今
後
、
結
の
浜
で
は
防
風
林
・

防
潮
林
と
し
て
フ
ク
ギ
の
植
栽
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
村

民
の
皆
様
か
ら
フ
ク
ギ
の
種
と
苗

木
を
集
め
、
植
栽
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
大
宜
味
村
の
中
心

地
区
を
担
う
結
の
浜
の
整
備
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

募
集
期
間�

　
10
月
11
日（
火
）〜
10
月
31
日（
月
）ま
で�

回
収
場
所�

　
大
宜
味
村
企
画
観
光
課�

問
合
わ
せ
先�

　
大
宜
味
村
企
画
観
光
課�

　
　
０
９
８
０
―
４
４
―
３
０
０
７�

フ
ク
ギ
の
種
と

フ
ク
ギ
の
種
と�

苗
木
を
募
集
し
ま
す

苗
木
を
募
集
し
ま
す�

フ
ク
ギ
の
種
と

フ
ク
ギ
の
種
と�

苗
木
を
募
集
し
ま
す

苗
木
を
募
集
し
ま
す�

フ
ク
ギ
の
種
と�

苗
木
を
募
集
し
ま
す�

�

10月�10月� 大宜味村カレンダー�大宜味村カレンダー�大宜味村カレンダー�10月1日～11月10日�10月1日～11月10日�10月1日～11月10日�October November

◆授業力向上強化期間・家庭学習強化月間　◆運動会準備出校日（４小）
◆地区中体連陸上競技大会"土1
◆４小学校運動会日2
◆区長会　４小・中学校振替休日月3

火4
水5

◆全国重要無形文化財保持団体協議会　大宜味村大会・秀作点（～２３日）木6
◆やんばるの家訪問（大宜味小）金7
◆ぶながや運動会（喜如嘉保育所）土8
◆幼稚園運動会日9
体育の日月10

火11
◆村校長・教頭合同研修会水12
◆第５回世界のウチナーンチュ大会（～１６日）木13

金14
◆ミニバスケット辺土名ブロック交歓会
◆第５回世界のウチナーンチュ大会　大宜味村出身者歓迎交流会土15
◆郡陸上競技大会　家庭の日日16

月17
◆村教委計画訪問（津波小）　◆校内児童・お話大会（塩屋小・大宜味小）火18

水19
◆村学校保健委員会講演会木20
◆法律・行政・人権合同相談（大宜味村役場第２会議室（旧法務局））金21

◆ヤマシシっ子運動会（塩屋保育所）土22
◆大保ダムまつり日23

月24
◆村内童話お話大会（塩屋小・大宜味小）火25

水26
木27

◆校内合唱コンクール（大宜味中）金28
土29

◆老人・婦人合同スポーツ大会日30
月31
November11月
◆区長会　◆授業力向上強化期間　◆修学旅行（津波小）～２日火1

水2
文化の日　木3
◆地区中学校駅伝競走大会金4
◆沖縄県民体育大会（～６日・１９日・２０日・２６日・２７日）土5
◆わくわく塩屋っ子タイム日6
振替休日（塩屋小）月7
◆村校長研修会火8
◆村教頭研修会水9

木10



�

津波チーム　北部地区老人グランドゴルフ大会で３位�

大
兼
久
川�

　辺土名高校放送部が秋の全国交通安全運動に合わせて、交通
安全を呼びかける「交通安全街頭広報テープ」を制作し、その
贈呈式が９月21日、大宜味小学校体育館で行われました。ＣＤは、
名護警察署の依頼を受けて制作され、この日、同署の渡真利健
良署長に手渡されました。�
　制作されたＣＤには、秋の全国交通安全運動の期間に使用さ
れる「やんばる秋バージョン」と「通年バージョン」の２種類
があり、名護所管内で交通事故防止に役立てられます。�
　同部の玉城佑太郎部長は「自分たちの地域から交通安全を呼
びかけて、県全体にも広げていきたい」と抱負を語りました。�

津波チーム　北部地区老人グランドゴルフ大会で３位�津波チーム　北部地区老人グランドゴルフ大会で３位�

　第20回北部地区老人グラウンドゴルフ大会が９月７日、金武
町営グラウンドで開催され、27団体の参加があった中、津波チ
ームが団体３位に入りました。また、団体戦を通して好スコア
の人が表彰される個人の部で、同チームから志良堂清邦さんが
優勝を飾りました。同大会には、村内から津波チームと謝名城
チームが出場し、津波チームは11月30日に行われる県大会に派
遣されます。�

�
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辺土名高校放送部　交通安全を呼びかけたＣＤを制作�辺土名高校放送部　交通安全を呼びかけたＣＤを制作�辺土名高校放送部　交通安全を呼びかけたＣＤを制作�

村内あれこれ�村内あれこれ�

地域の魅力を再発見　やんばる三村たまて箱講座�地域の魅力を再発見　やんばる三村たまて箱講座�地域の魅力を再発見　やんばる三村たまて箱講座�

　大宜味・国頭・東のやんばる三村の魅力を再発見する「やん
ばる三村たまて箱講座」が９月10日、大保ダム周辺で開催され、
三村から約30名が参加しました。参加者は、大保ダム学習資料
館（ぶながや館）で水とダムの関係などの映像を見たあと、ダ
ム下流入り口付近に設置されたマングース北上防止柵を見学し、
説明を受けました。普段は開放されていない大保ダム下流での
自然観察会では、大人も子どもも夢中になって植物や生き物を
探していました。同講座は、10月10日には東村で、11月20日
には国頭村で開催されます。�

　塩屋区出身の故宮城秀亀さん（1905年ペルーへ移住）のひ孫、
瑞慶山・宇賀本・エドアルド・ウィルフレドさんが、平成23年
度大宜味村南米移住者子弟研修生として、ペルーより９月12日
に来沖し、11月26日までの間、海洋博記念公園（本部町）と県
花卉園芸農業協同組合（名護市）にて、主に蘭や菊の育成の技
術習得に向けて研修に励みます。�

大宜味村南米移住者子弟研修生受入�大宜味村南米移住者子弟研修生受入�大宜味村南米移住者子弟研修生受入�
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